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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成21年12月24日(2009.12.24)

【公開番号】特開2008-120565(P2008-120565A)
【公開日】平成20年5月29日(2008.5.29)
【年通号数】公開・登録公報2008-021
【出願番号】特願2006-308517(P2006-308517)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｈ   5/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｈ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/14     (2006.01)
   Ｈ０２Ｎ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｈ   5/00    　　　Ｃ
   Ｂ６５Ｈ   9/00    　　　Ｂ
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３７２　
   Ｈ０２Ｎ   1/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月10日(2009.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の帯状電極をシート材の搬送方向に間隔をあけて並設し、前記複数の電極を複数の
電極群に分け、各電極群の電極をシート材の搬送方向に交互に配置するとともに、複数に
分け交互に配置した電極群をシート材の搬送方向と直交する幅方向に多数並設した固定子
と、
　前記固定子の各電極群にそれぞれ異なる電圧を印加するための電源と、
　前記電源から前記固定子の各電極群にそれぞれ印加する前記異なる電圧を切り替え制御
する制御手段と、を有し、
　前記シート材の搬送方向に交互に配置した各電極群に印加する前記異なる電圧を前記電
極の並び方向に切り替えることでシート材を搬送し、前記電圧の切り替えタイミングを前
記シート材の幅方向に並設した電極群毎に変更することで前記シート材の搬送速度を幅方
向において異ならせてシート材を回転移動することを特徴とするシート材搬送装置。
【請求項２】
　シート材の傾き角度を検知する傾き角度検知手段を有し、前記傾き角度検知手段の検知
結果に応じて前記シート材の幅方向に並設した電極群毎に前記電圧の切り替えタイミング
を変更して前記シート材の搬送速度を幅方向において異ならせて、前記シート材の傾きを
補正するよう前記シート材を回転移動することを特徴とする請求項１に記載のシート材搬
送装置。
【請求項３】
　シート材に画像を形成する画像形成装置において、シート材を搬送するシート材搬送装
置として前記請求項１又は２に記載のシート材搬送装置を有することを特徴とする画像形
成装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するための本発明の代表的な構成は、複数の帯状電極をシート材の搬送
方向に間隔をあけて並設し、前記複数の電極を複数の電極群に分け、各電極群の電極をシ
ート材の搬送方向に交互に配置するとともに、複数に分け交互に配置した電極群をシート
材の搬送方向と直交する幅方向に多数並設した固定子と、前記固定子の各電極群にそれぞ
れ異なる電圧を印加するための電源と、前記電源から前記固定子の各電極群にそれぞれ印
加する前記異なる電圧を切り替え制御する制御手段と、を有し、前記シート材の搬送方向
に交互に配置した各電極群に印加する前記異なる電圧を前記電極の並び方向に切り替える
ことでシート材を搬送し、前記電圧の切り替えタイミングを前記シート材の幅方向に並設
した電極群毎に変更することで前記シート材の搬送速度を幅方向において異ならせてシー
ト材を回転移動することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　１３はシート材Ｓを収納した手差しトレイ、１４，１５はそのピックアップローラ、１
６はレジストローラである。１７はシート材Ｓを収納した給送カセット、１８，１９はそ
のピックアップローラ、２０は縦パスローラである。２１は回転ローラ、２２は二次転写
ローラ、２３は定着器、２４は排出ローラ、２５は排出トレイである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　一方、シート材Ｓは給送カセット１７もしくは手差しトレイ１３などから選択的に給送
され、後述するシート材搬送装置２９によって静電力を利用して搬送され、レジストロー
ラ１６で画像とのタイミングをとりつつ二次転写ローラ２２へ搬送される。その際、給送
カセット１７から給送するピックアップローラ１８，１９、縦パスローラ２０、レジスト
ローラ１６や、手差しトレイ１３から給送するピックアップローラ１４，１５などのシー
ト材搬送部は、各々独立したステッピングモーターにより駆動される。これにより、高速
で安定した搬送動作を実現することができる。
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